
デバイスのファイルシステム、ディレク

トリ、およびファイルの使用方法

この章では、デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルの使用方法につい

て説明します。

•デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、および外部ストレージデバイスについて
の情報, on page 1

•ディレクトリの操作, on page 3
•ファイルの使用, on page 6
•アーカイブファイルの操作（13ページ）
• SSDの再パーティション化（17ページ）
•ファイルシステムの使用例, on page 19
•ファイルシステムパラメータのデフォルト設定, on page 23
•ファイルシステムに関する追加情報, on page 23

デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、および外

部ストレージデバイスについての情報
ここでは、Cisco NX-OSデバイスのファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルと、
Cisco NX-OSデバイス上の外部保存について説明します。

ファイルシステム

ローカルファイルシステムを指定するための構文は、filesystem:[//modules/]です。

デフォルトのファイルシステムパラメータは bootflash:です。Note
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次の表に、デバイス上で参照可能な各種ファイルシステムの説明を示します。

Table 1:ファイルシステムのコンポーネント

説明モジュールファイルシステム名

アクティブスーパーバイザモ

ジュールにある内部コンパク

トフラッシュメモリ。イメー

ジファイル、構成ファイル、

およびその他のファイルを格

納するためにスーパーバイザ

モジュールに搭載された外部

USBフラッシュメモリ。初期
デフォルトディレクトリは

bootflashです。

sup-active

sup-local
ブートフラッシュ

スタンバイスーパーバイザモ

ジュールにある内部コンパク

トフラッシュメモリ。イメー

ジファイル、構成ファイル、

およびその他のファイルを格

納するためにスーパーバイザ

モジュールに搭載された外部

USBフラッシュメモリ。

sup-standby

sup-remote

スーパーバイザモジュールに

搭載された揮発性ランダムア

クセスメモリ（VRAM）。一
時的または保留中の変更に使

用されます。

—volatile

現用系スーパーバイザモ

ジュールのメモリ。ファイル

統計ログの保存に使用されま

す。

—log

スーパーバイザモジュールの

メモリ。実行構成ファイルの

保存に使用されます。

—システム

スーパーバイザモジュールの

メモリ。デバッグログの保存

に使用されます。

—debug
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ディレクトリ

bootflash:および外部フラッシュメモリ（slot0:、usb1:、および usb2:）にディレクトリを作成
できます。ユーザーはディレクトリからファイルを作成、保存、およびアクセスすることがで

きます。

ファイル

ユーザーは、bootflash:、volatile:、slot0:、usb1:、および usb2:ファイルシステムにファイルを
作成し、アクセスすることができます。system:ファイルシステムのファイルにはアクセスだ
けが可能です。debug:ファイルシステムには、debug logfileコマンドを使用して指定されたデ
バッグログファイルを保存できます。

FTP、Secure Copy（SCP）、Secure File Transfer Protocol（SFTP）、およびTFTPを使用すれば、
リモートサーバーからシステムイメージファイルなどのファイルをダウンロードできます。

デバイスは SCPサーバーとして動作できるので、外部サーバーからデバイスへファイルをコ
ピーすることもできます。

ディレクトリの操作
ここでは、Cisco NX-OSデバイスでディレクトリを操作する手順を説明します。

カレントディレクトリの特定

カレントディレクトリのディレクトリ名を表示できます。

SUMMARY STEPS

1. pwd

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

カレントディレクトリの名前を表示します。pwd

Example:

ステップ 1

switch# pwd

カレントディレクトリの変更

ファイルシステムの操作のためカレントディレクトリを変更できます。初期デフォルトディ

レクトリは bootflash:です。
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SUMMARY STEPS

1. (Optional) pwd
2. cd {directory | filesystem:[//module/][directory]}

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

(Optional) pwd

Example:

ステップ 1

switch# pwd

新しいカレントディレクトリに変更します。ファイ

ルシステム、モジュール、およびディレクトリ名で

は、大文字と小文字が区別されます。

cd {directory | filesystem:[//module/][directory]}

Example:
switch# cd slot0:

ステップ 2

ディレクトリの作成

bootflash:およびフラッシュデバイスファイルシステムでディレクトリを作成できます。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) pwd
2. (Optional) cd {directory | filesystem:[//module/][directory]}
3. mkdir [filesystem:[//module/]]directory

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

(Optional) pwd

Example:

ステップ 1

switch# pwd

新しいカレントディレクトリに変更します。ファイ

ルシステム、モジュール、およびディレクトリ名で

は、大文字と小文字が区別されます。

(Optional) cd {directory | filesystem:[//module/][directory]}

Example:
switch# cd slot0:

ステップ 2

新しいディレクトリを作成します。filesystem引数で
は、大文字と小文字が区別されます。directory引数

mkdir [filesystem:[//module/]]directory

Example:

ステップ 3

は、64文字以内の英数字で指定します。大文字と小
文字が区別されます。

switch# mkdir test

デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルの使用方法

4

デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルの使用方法

ディレクトリの作成



ディレクトリの内容の表示

ディレクトリの内容を表示できます。

SUMMARY STEPS

1. dir [directory | filesystem:[//module/][directory]]

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

ディレクトリの内容を表示します。デフォルト値

は、現在の作業ディレクトリです。ファイルシステ

dir [directory | filesystem:[//module/][directory]]

Example:

ステップ 1

ム名およびディレクトリ名では、大文字と小文字が

区別されます。
switch# dir bootflash:test

ディレクトリの削除

ディレクトリは、デバイス上のファイルシステムから削除できます。

Before you begin

ディレクトリを削除する前に、ディレクトリが空白であることを確認します。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) pwd
2. (Optional) dir [filesystem :[//module/][directory]]
3. rmdir [filesystem :[//module/]]directory

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

(Optional) pwd

Example:

ステップ 1

switch# pwd

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイ

ルシステム、モジュール、およびディレクトリ名で

は、大文字と小文字が区別されます。

(Optional) dir [filesystem :[//module/][directory]]

Example:
switch# dir bootflash:test

ステップ 2
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PurposeCommand or Action

ディレクトリが空白でない場合は、ディレクトリを

削除する前に、ディレクトリ内のすべてのファイル

を削除する必要があります。

ディレクトリを削除します。ファイルシステムおよ

びディレクトリ名では、大文字と小文字が区別され

ます。

rmdir [filesystem :[//module/]]directory

Example:
switch# rmdir test

ステップ 3

スタンバイスーパーバイザモジュール上のディレクトリへのアクセ

ス

アクティブスーパーバイザモジュール上のセッションからスタンバイスーパーバイザモジュー

ル（リモート）上のすべてのファイルシステムにアクセスできます。この機能は、アクティブ

スーパーバイザモジュールにファイルをコピーしたら、同じファイルをスタンバイスーパー

バイザモジュール上にもコピーする必要がある場合に役立ちます。

アクティブスーパーバイザモジュール上のセッションからスタンバイスーパーバイザモジュー

ル上のファイルシステムにアクセスするには、 filesystem://sup-remote/コマンドまたは
filesystem://sup-standby/コマンドを使用して、ファイルのパスにスタンバイスーパーバイザモ
ジュールを指定します。

ファイルの使用
ここでは、Cisco NX-OSデバイスでファイルを使用する手順を説明します。

ファイルの移動

ディレクトリ内のファイルを別のディレクトリに移動できます。

宛先ディレクトリに同名のファイルがすでに存在する場合は、そのファイルは移動対象のファ

イルによって上書きされます。

Caution

moveコマンドを使用して、同じディレクトリ内でファイルを移動することにより、ファイル
の名前を変更できます。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) pwd
2. (Optional) dir [filesystem:[//module/][directory]]
3. move [filesystem:[//module/][directory /] | directory/]source-filename {{filesystem:[//module/][directory

/] | directory/}[target-filename] | target-filename}
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

(Optional) pwd

Example:

ステップ 1

switch# pwd

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイ

ルシステムおよびディレクトリ名では、大文字と小

文字が区別されます。

(Optional) dir [filesystem:[//module/][directory]]

Example:
switch# dir bootflash

ステップ 2

ファイルを移動します。move [filesystem:[//module/][directory /] |
directory/]source-filename

ステップ 3

ファイルシステム、モジュール、およびディレクト

リ名では、大文字と小文字が区別されます。
{{filesystem:[//module/][directory /] |
directory/}[target-filename] | target-filename}

Example: target-filename引数は、64文字以内の英数字で指定
します。大文字と小文字が区別されます。switch# move test old_tests/test1

target-filename引数を指定しないと、ファイル名はデ
フォルトで source-filename引数値に設定されます。

ファイルのコピー

ファイルのコピーは、同じディレクトリまたは別のディレクトリのいずれかで作成できます。

dirコマンドを使用して、コピー先のファイルシステムに十分な領域があることを確認しま
す。十分な領域が残っていない場合は、deleteコマンドを使用して不要なファイルを削除しま
す。

Note

SUMMARY STEPS

1. (Optional) pwd
2. (Optional) dir [filesystem:[//module/][directory]]
3. copy [filesystem:[//module/][directory/] | directory/]source-filename |

{filesystem:[//module/][directory/]] | directory/}[target-filename]
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

(Optional) pwd

Example:

ステップ 1

switch# pwd

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイ

ルシステムおよびディレクトリ名では、大文字と小

文字が区別されます。

(Optional) dir [filesystem:[//module/][directory]]

Example:
switch# dir bootflash

ステップ 2

ファイルをコピーします。ファイルシステム、モ

ジュール、およびディレクトリ名では、大文字と小

copy [filesystem:[//module/][directory/] |
directory/]source-filename |
{filesystem:[//module/][directory/]] |
directory/}[target-filename]

ステップ 3

文字が区別されます。source-filenameの引数は、64
文字以内の英数字で指定します。大文字と小文字が

Example: 区別されます。target-filename引数を指定しないと、
ファイル名はデフォルトで source-filename引数値に
設定されます。

switch# copy test old_tests/test1

copyコマンドは、ftp、scp、sftp、tftp、および http
プロトコルをサポートします。

HTTPまたは HTTPSを使用したファイルのコピー
HTTPまたは HTTPSを使用して、リモートサーバのファイルのコピーをローカルデバイスに
作成できます。

Cisco NX-OSリリース 10.4(3)F以降、 copy httpまたは copy httpsコマンドは、Cisco Nexusス
イッチで TLSバージョン 1.3および 1.2をサポートします。

（注）

手順の概要

1. （任意） pwd

2. （任意） dir [filesystem:[//module/][directory]]
3. copy https:// username:password@directory/filename bootflash: vrf management
4. copy http:// directory/filename bootflash: vrf management
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

（任意） pwd

例：

ステップ 1

switch# pwd

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイ

ルシステムおよびディレクトリ名では、大文字と小

文字が区別されます。

（任意） dir [filesystem:[//module/][directory]]

例：

switch# dir bootflash

ステップ 2

httpsオプションを使用して、指定されたファイルを
リモートサーバからローカルデバイスにコピーし

ます。

copy https:// username:password@directory/filename
bootflash: vrf management

例：

ステップ 3

switch(config)# copy
https://username1:pwd1@192.168.0.1/test.txt
bootflash: vrf management

httpオプションを使用して、指定されたファイルを
リモートサーバーからローカルデバイスにコピー

します。

copy http:// directory/filename bootflash: vrf
management

例：

ステップ 4

switch(config)# copy http://192.168.0.1/test.txt
bootflash: vrf management

ファイルの削除

ディレクトリからファイルを削除できます。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) dir [filesystem:[//module/][directory]]
2. delete {filesystem:[//module/][directory/] | directory/}filename

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイ

ルシステムおよびディレクトリ名では、大文字と小

文字が区別されます。

(Optional) dir [filesystem:[//module/][directory]]

Example:
switch# dir bootflash

ステップ 1
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PurposeCommand or Action

ファイルを削除します。ファイルシステム、モ

ジュール、およびディレクトリ名では、大文字と小

delete {filesystem:[//module/][directory/] |
directory/}filename

Example:

ステップ 2

文字が区別されます。source-filename引数では、大
文字と小文字が区別されます。switch# delete test old_tests/test1

Caution
1つのディレクトリを指定している場合、deleteコ
マンドではディレクトリ全体とその内容すべてが削

除されます。

ファイル内容の表示

ファイルの内容を表示できます。

SUMMARY STEPS

1. show file [filesystem:[//module/]][directory/]filename

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

ファイルの内容を表示します。show file [filesystem:[//module/]][directory/]filename

Example:

ステップ 1

switch# show file bootflash:test-results

ファイルチェックサムの表示

ファイルの整合性をチェックするチェックサムを表示できます。

SUMMARY STEPS

1. show file [filesystem:[//module/]][directory/]filename {cksum | md5sum}

デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルの使用方法
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

ファイルのチェックサムまたはMD5チェックサム
を表示します。

show file [filesystem:[//module/]][directory/]filename
{cksum | md5sum}

Example:

ステップ 1

switch# show file bootflash:trunks2.cfg cksum

ファイルの圧縮と解凍

Lempel-Ziv 1977（LZ77）コーディングを使用して Cisco NX-OSデバイス上のファイルを圧縮
および圧縮解除できます。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) dir [filesystem:[//module/]directory]]
2. gzip [filesystem:[//module/][directory/] | directory/]filename

3. gunzip [filesystem:[//module/][directory/] | directory/]filename .gz

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイ

ルシステムおよびディレクトリ名では、大文字と小

文字が区別されます。

(Optional) dir [filesystem:[//module/]directory]]

Example:
switch# dir bootflash:

ステップ 1

ファイルを圧縮します。ファイルが圧縮される

と、.gzサフィクスが付けられます。
gzip [filesystem:[//module/][directory/] |
directory/]filename

Example:

ステップ 2

switch# gzip show_tech

ファイルを圧縮解除します。圧縮解除するファイル

のサフィクスは、.gzである必要があります。ファイ
gunzip [filesystem:[//module/][directory/] |
directory/]filename .gz

Example:

ステップ 3

ルが圧縮解除されると、サフィクスは .gzではなく
なります。switch# gunzip show_tech.gz

ファイルの最終行の表示

ファイルの最後の行を表示できます。
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SUMMARY STEPS

1. tail [filesystem:[//module/]][directory/]filename [lines]

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

ファイルの最後の行を表示します。デフォルトの行

数は 10です。有効な範囲は 0～ 80行です。
tail [filesystem:[//module/]][directory/]filename [lines]

Example:

ステップ 1

switch# tail ospf-gr.conf

ファイルへの showコマンド出力のリダイレクト
showコマンドの出力は、bootflash:、slot0:、volatile:、またはリモートサーバー上のファイルに
リダイレクトできます。また、コマンド出力のフォーマットを指定することもできます。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) terminal redirection-mode {ascii | zipped}
2. show-command > [filesystem:[//module/][directory] | [directory /]]filename

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

ユーザーセッションに対して showコマンド出力の
リダイレクションモードを設定します。デフォルト

モードは asciiです。

(Optional) terminal redirection-mode {ascii | zipped}

Example:
switch# terminal redirection-mode zipped

ステップ 1

showコマンドからの出力をファイルにリダイレクト
します。

show-command > [filesystem:[//module/][directory] |
[directory /]]filename

Example:

ステップ 2

switch# show tech-support > bootflash:techinfo

ファイルの検索

特定のストリングで始まる名前を持つファイルを現在の作業ディレクトリとそのサブディレク

トリで検索できます。
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SUMMARY STEPS

1. (Optional) pwd
2. (Optional) cd {filesystem:[//module/][directory] | directory}
3. find filename-prefix

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

(Optional) pwd

Example:

ステップ 1

switch# pwd

デフォルトディレクトリを変更します。(Optional) cd {filesystem:[//module/][directory] | directory}

Example:

ステップ 2

switch# cd bootflash:test_scripts

指定したファイル名プレフィックスで始まるすべて

のファイル名をデフォルトディレクトリとそのサブ

find filename-prefix

Example:

ステップ 3

ディレクトリで検索します。ファイル名プレフィク

スでは、大文字と小文字が区別されます。
switch# find bgp_script

アーカイブファイルの操作
Cisco NX-OSソフトウェアは、アーカイブファイルをサポートしています。アーカイブファ
イルの作成の他に、アーカイブファイルにファイルを追加したり、アーカイブファイルから

ファイルを抽出したり、アーカイブファイル内のファイルのリストを表示したりすることがで

きます。

アーカイブファイルの作成

アーカイブファイルを作成し、アーカイブファイルにファイルを追加できます。次の圧縮タ

イプを指定できます。

• bzip2

• gzip

•未圧縮

デフォルト値は gzipです。
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手順の概要

1. tar create {bootflash: | volatile:}archive-filename [absolute] [bz2-compress] [gz-compress]
[remove] [uncompressed] [verbose] filename-list

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

アーカイブファイルを作成し、アーカイブファイ

ルにファイルを追加します。ファイル名は英数字で

tar create {bootflash: | volatile:}archive-filename
[absolute] [bz2-compress] [gz-compress] [remove]
[uncompressed] [verbose] filename-list

ステップ 1

指定します（大文字と小文字は区別されません）。

最大文字数は 240です。

absoluteキーワードは、先頭のバックスラッシュ文
字（\）を、アーカイブファイルに追加されたファ
イルの名前から削除しないことを指定します。デ

フォルトでは、先頭のバックスラッシュ文字は削除

されます。

bz2-compress、gz-compress、および uncompressed
のキーワードは、アーカイブにファイルを追加する

とき（または後で追加するとき）に使用する圧縮

ユーティリティと、ファイルを抽出するときに使用

する解凍ユーティリティを決定します。アーカイブ

ファイルに拡張子を指定しない場合、デフォルト値

は次のようになります。

• bz2-compressの場合、拡張子は .tar.bz2です。

• gz-compressの場合、拡張子は .tar.gzです。

• uncompressedの場合、拡張子は .tarです。

removeキーワードは、アーカイブにファイルを追加
した後に、Cisco NX-OSソフトウェアがファイルシ
ステムからこれらのファイルを削除することを指定

します。デフォルトでは、ファイルは削除されませ

ん。

verboseキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェア
が、ファイルがアーカイブに追加されるときにファ

イルをリストすることを指定します。デフォルト

で、ファイルは追加されると一覧表示されます。
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例

次に、gzip圧縮アーカイブファイルを作成する例を示します。
switch# tar create bootflash:config-archive gz-compress bootflash:config-file

アーカイブファイルへのファイルの追加

Cisco NX-OSデバイス上の既存のアーカイブファイルにファイルを追加できます。

始める前に

Cisco NX-OSデバイスでアーカイブファイルを作成しました。

手順の概要

1. tar append {bootflash: | volatile:}archive-filename [absolute] [remove] [verbose] filename-list

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

既存のアーカイブファイルにファイルを追加しま

す。アーカイブファイル名では、大文字と小文字は

区別されません。

tar append {bootflash: | volatile:}archive-filename
[absolute] [remove] [verbose] filename-list

ステップ 1

absoluteキーワードは、先頭のバックスラッシュ文
字（\）を、アーカイブファイルに追加されたファ
イルの名前から削除しないことを指定します。デ

フォルトでは、先頭のバックスラッシュ文字は削除

されます。

removeキーワードは、アーカイブにファイルを追加
した後に、Cisco NX-OSソフトウェアがファイルシ
ステムからこれらのファイルを削除することを指定

します。デフォルトでは、ファイルは削除されませ

ん。

verboseキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェア
が、ファイルがアーカイブに追加されるときにファ

イルをリストすることを指定します。デフォルト

で、ファイルは追加されると一覧表示されます。
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例

次に、既存のアーカイブファイルにファイルを追加する例を示します。

switch# tar append bootflash:config-archive.tar.gz bootflash:new-config

アーカイブファイルからのファイルの抽出

ファイルは、Cisco NX-OSデバイス上の既存のアーカイブファイルに抽出できます。

始める前に

Cisco NX-OSデバイスでアーカイブファイルを作成しました。

手順の概要

1. tar extract {bootflash: | volatile:}archive-filename [keep-old] [screen] [to {bootflash: |
volatile:}[/directory-name]] [verbose]

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

既存のアーカイブファイルからファイルを抽出しま

す。アーカイブファイル名では、大文字と小文字は

区別されません。

tar extract {bootflash: | volatile:}archive-filename
[keep-old] [screen] [to {bootflash: |
volatile:}[/directory-name]] [verbose]

ステップ 1

keep-oldキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェア
が、抽出されるファイルと同じ名前を持つファイル

を上書きしないことを示します。

screenキーワードは、CiscoNX-OSソフトウェアが、
抽出されたファイルの内容を端末画面に表示するこ

とを指定します。

toキーワードは、ターゲットファイルシステムを指
定します。ディレクトリ名を含めることができま

す。ディレクトリ名は、240文字以内の英数字で指
定します。大文字と小文字が区別されます。

verboseキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェア
が、抽出されるファイルの名前を表示することを指

定します。
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例

次に、既存のアーカイブファイルからファイルを抽出する例を示します。

switch# tar extract bootflash:config-archive.tar.gz

アーカイブファイルのファイル名の表示

アーカイブファイル名では、大文字と小文字は区別されません。（注）

アーカイブファイル内のファイル名を表示するには、次のコマンドを実行します。

tar list {bootflash: | volatile:}archive-filename

例：

switch# tar list bootflash:config-archive.tar.gz
config-file
new-config

SSDの再パーティション化
SSD再パーティション化を構成して、設定ストレージの容量を増やすことができます。これに
より、ログフラッシュストレージのサイズも増加します。この構成はシステムのリロード後に

有効になり、追加の cfgおよび logflashストレージスペースによってブートフラッシュのサイ
ズが減少する可能性があります。

SSDの再パーティション化を実行する前に、すべてのソフトウェアイメージ、構成、および
個人データのバックアップを実行することをお勧めします。

リリース 10.5(1)以降、スイッチ上の SSDパーティションサイズを予想される設定サイズに一
致するように自動的に検出できます。ブートアップ中に show logging logまたは show logging
nvramコマンドに情報 syslogが表示され、スイッチが予期しない SSDパーティション分割サ
イズで起動されたことを示します。

%PLATFORM-2-SSD_PARTITION_CHECK: Incorrect <device> partition size detected - please
contact

Cisco TAC for additional information

拡張パーティションスキームは、64GBSSDを搭載したプラットフォームではサポートされて
いません。

手順の概要

1. system flash sda resize
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

永続ストレージのサイズを新しいスキームに変更し

ます。

system flash sda resize

例：

ステップ 1

switch# system flash sda resize ?
<CR>
extended Cfg=1GB, logflash=39GB
standard Cfg=64MB, logflash=4|8GB

例

次に、標準サイズ変更の例を示します。

switch# system flash sda resize standard

!!!! WARNING !!!!

Attempts will be made to preserve drive contents during
the resize operation, but risk of data loss does exist.
Backing up of bootflash, logflash, and running configuration
is recommended prior to proceeding.

!!!! WARNING !!!!

current scheme is
sda 8:0 0 119.2G 0 disk
|-sda1 8:1 0 512M 0 part
|-sda2 8:2 0 32M 0 part /mnt/plog
|-sda3 8:3 0 128M 0 part /mnt/pss
|-sda4 8:4 0 114.5G 0 part
/isan/vdc_1/virtual-instance/guestshell+/rootfs/bootflash
|-sda5 8:5 0 64M 0 part /mnt/cfg/0
|-sda6 8:6 0 64M 0 part /mnt/cfg/1
`-sda7 8:7 0 4G 0 part /logflash

target scheme is
sda 8:0 0 64G|120GB|250GB 0 disk
|-sda1 8:1 0 512M 0 part
|-sda2 8:2 0 32M 0 part /mnt/plog
|-sda3 8:3 0 128M 0 part /mnt/pss
|-sda4 8:4 0 110.5G 0 part /bootflash
|-sda5 8:5 0 64M 0 part /mnt/cfg/0
|-sda6 8:6 0 64M 0 part /mnt/cfg/1
|_sda7 8:7 0 8G 0 part /logflash

Continue? (y/n) [n] y
A module reload is required for the resize operation to proceed
Please, do not power off the module during this process.

次に、拡張サイズ変更の例を示します。
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switch# system flash sda resize extended

!!!! WARNING !!!!

Attempts will be made to preserve drive contents during
the resize operation, but risk of data loss does exist.
Backing up of bootflash, logflash, and running configuration
is recommended prior to proceeding.

!!!! WARNING !!!!

current scheme is
sda 8:0 0 119.2G 0 disk
|-sda1 8:1 0 512M 0 part
|-sda2 8:2 0 32M 0 part /mnt/plog
|-sda3 8:3 0 128M 0 part /mnt/pss
|-sda4 8:4 0 110.5G 0 part /bootflash
|-sda5 8:5 0 64M 0 part /mnt/cfg/0
|-sda6 8:6 0 64M 0 part /mnt/cfg/1
`-sda7 8:7 0 8G 0 part /logflash

target scheme is
sda 8:0 0 120GB|250GB 0 disk
|-sda1 8:1 0 512M 0 part
|-sda2 8:2 0 32M 0 part /mnt/plog
|-sda3 8:3 0 128M 0 part /mnt/pss
|-sda4 8:4 0 rem 0 part /bootflash
|-sda5 8:5 0 1.0G 0 part /mnt/cfg/0
|-sda6 8:6 0 1.0G 0 part /mnt/cfg/1
|_sda7 8:7 0 39G 0 part /logflash

Continue? (y/n) [n] y
A module reload is required for the resize operation to proceed
Please, do not power off the module during this process.

ファイルシステムの使用例
ここでは、Cisco NX-OSデバイスでのファイルシステムの使用例を示します。

スタンバイスーパーバイザモジュール上のディレクトリへのアクセ

ス

次に、スタンバイスーパーバイザモジュール上のファイルのリストを表示する例を示します。

switch# dir bootflash://sup-remote
12198912 Aug 27 16:29:18 2003 m9500-sf1ek9-kickstart-mzg.1.3.0.39a.bin
1864931 Apr 29 12:41:59 2003 dplug2
12288 Apr 18 20:23:11 2003 lost+found/

12097024 Nov 21 16:34:18 2003 m9500-sf1ek9-kickstart-mz.1.3.1.1.bin
41574014 Nov 21 16:34:47 2003 m9500-sf1ek9-mz.1.3.1.1.bin

Usage for bootflash://sup-remote
67747169 bytes used
116812447 bytes free
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184559616 bytes total

次に、スタンバイスーパーバイザモジュール上のファイルを削除する例を示します。

switch# delete bootflash://sup-remote/aOldConfig.txt

ファイルの移動

次に、外部フラッシュデバイス上のファイルを移動する例を示します。

switch# move slot0:samplefile slot0:mystorage/samplefile

次に、デフォルトファイルシステム内のファイルを移動する例を示します。

switch# move samplefile mystorage/samplefile

ファイルのコピー

次に、slot0:ファイルシステムのルートディレクトリから、samplefileというファイルをmystorage
ディレクトリにコピーする例を示します。

switch# copy slot0:samplefile slot0:mystorage/samplefile

次に、カレントディレクトリからファイルをコピーする例を示します。

switch# copy samplefile mystorage/samplefile

次に、アクティブスーパーバイザモジュールのブートフラッシュからスタンバイスーパーバ

イザモジュールのブートフラッシュにファイルをコピーする例を示します。

switch# copy bootflash:system_image bootflash://sup-2/system_image

copyコマンドを使用して、slot0:または bootflash:ファイルシステムと、FTP、TFTP、SFTP、
または SCPサーバーの間でファイルのアップロードおよびダウンロードを行うこともできま
す。

Note

ディレクトリの削除

ディレクトリは、デバイス上のファイルシステムから削除できます。

Before you begin

ディレクトリを削除する前に、ディレクトリが空白であることを確認します。
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SUMMARY STEPS

1. (Optional) pwd
2. (Optional) dir [filesystem :[//module/][directory]]
3. rmdir [filesystem :[//module/]]directory

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

(Optional) pwd

Example:

ステップ 1

switch# pwd

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイ

ルシステム、モジュール、およびディレクトリ名で

は、大文字と小文字が区別されます。

(Optional) dir [filesystem :[//module/][directory]]

Example:
switch# dir bootflash:test

ステップ 2

ディレクトリが空白でない場合は、ディレクトリを

削除する前に、ディレクトリ内のすべてのファイル

を削除する必要があります。

ディレクトリを削除します。ファイルシステムおよ

びディレクトリ名では、大文字と小文字が区別され

ます。

rmdir [filesystem :[//module/]]directory

Example:
switch# rmdir test

ステップ 3

ファイル内容の表示

外部フラッシュデバイスのファイルの内容を表示する例を示します。

switch# show file slot0:test
configure terminal
interface ethernet 1/1
no shutdown
end
show interface ethernet 1/1

現在のディレクトリに存在するファイルの内容を表示する例を示します。

switch# show file myfile

ファイルチェックサムの表示

次に、ファイルのチェックサムを表示する例を示します。
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switch# show file bootflash:trunks2.cfg cksum
583547619

次に、ファイルのMD5チェックサムを表示する例を示します。
switch# show file bootflash:trunks2.cfg md5sum
3b94707198aabefcf46459de10c9281c

ファイルの圧縮と解凍

次に、ファイルを圧縮する例を示します。

switch# dir
1525859 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile

...
switch# gzip volatile:Samplefile
switch# dir

266069 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile.gz
...

次に、圧縮ファイルを解凍する例を示します

switch# dir
266069 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile.gz

...
switch# gunzip samplefile
switch# dir

1525859 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile
...

showコマンド出力のリダイレクト
次に、出力を bootflash:ファイルシステム上のファイルに誘導する例を示します。

switch# show interface > bootflash:switch1-intf.cfg

次に、出力を外部フラッシュメモリ上のファイルに誘導する例を示します。

switch# show interface > slot0:switch-intf.cfg

次に、出力を TFTPサーバ上のファイルに誘導する例を示します。

switch# show interface > tftp://10.10.1.1/home/configs/switch-intf.cfg
Preparing to copy...done

次に、show tech-supportコマンドの出力をファイルにダイレクトする例を示します。

switch# show tech-support > Samplefile
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Building Configuration ...
switch# dir

1525859 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile
Usage for volatile://

1527808 bytes used
19443712 bytes free
20971520 bytes total

ファイルの検索

次に、現在のデフォルトディレクトリ内でファイルを検索する例を示します。

switch# find smm_shm.cfg
/usr/bin/find: ./lost+found: Permission denied
./smm_shm.cfg
./newer-fs/isan/etc/routing-sw/smm_shm.cfg
./newer-fs/isan/etc/smm_shm.cfg

ファイルシステムパラメータのデフォルト設定
次の表に、ファイルシステムパラメータのデフォルト設定を示します。

Table 2:デフォルトのファイルシステム設定

デフォル

ト

パラメータ

bootflash:デフォルトファイルシステム

ファイルシステムに関する追加情報
ここでは、ファイルシステムに関する追加情報について説明します。

ファイルシステムの関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco NX-OS Licensing Guide』ライセンス

『Cisco Nexus 3000 Series NX-OS Command Reference』コマンドリファレンス
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